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　※ ＤＩ（景気判断指数）とは、業況・売上高・採算・仕入単価・従業員・資金繰りの項目について

の判断の状況を表す。ゼロを基準としてプラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを

示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示します。つまり、売上高など

の実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

　

二
〇
二
三
年
九
月
に
会
員
六
十
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に
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業
況
調
査
を
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し
、
全
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答
率
百
％)

　

ご
協
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皆
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あ
り
が

と
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今
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も
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回
実
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で
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頂
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
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す
。
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今
回
の
調
査
期
間
は
、
本
格
的
な
夏

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
人
出
の
増
加
に
よ

り
観
光
関
連
需
要
の
盛
り
上
が
り
も
あ

り
、
前
回
調
査(

二
〇
二
三
年
四
月
～
六

月
期)

の
売
上
Ｄ
Ｉ
・
採
算
Ｄ
Ｉ
を
比
較

す
る
と
緩
や
か
な
上
向
き
傾
向
が
み
ら

れ
ま
し
た
。　
　

　

し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
仕
入

価
格
の
上
昇
に
よ
る
価
格
転
嫁
の
遅
れ

や
物
価
高
騰
に
よ
る
消
費
者
の
節
約
志

向
の
高
ま
り
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
業
や
商

業
の
業
況
悪
化
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

１　２０２３年７月～９月期の動向

【業況ＤＩ】 【仕入単価ＤＩ】

業況 仕入単価

サービス ▲ 30.0 ▲ 20.0 サービス ▲ 60.0 ▲ 50.0

運輸・自動車 ▲ 20.0 ▲ 40.0 運輸・自動車 ▲ 90.0 ▲ 80.0

観光・飲食 30.0 30.0 観光・飲食 ▲ 80.0 ▲ 70.0

建設 ▲ 10.0 ▲ 40.0 建設 ▲ 60.0 ▲ 70.0

工業 10.0 30.0 工業 ▲ 60.0 ▲ 40.0

商業 ▲ 30.0 ▲ 40.0 商業 ▲ 90.0 ▲ 70.0

全体 ▲ 8.3 ▲ 13.3 全体 ▲ 73.3 ▲ 63.3

(※前回調査　▲6.7) (※前回調査　🔺　78.3) (※前回調査　🔺 66.7)

【売上ＤＩ】 【従業員ＤＩ】

売上 従業員

サービス ▲ 40.0 ▲ 30.0 サービス 0.0 10.0

運輸・自動車 ▲ 10.0 ▲ 10.0 運輸・自動車 40.0 50.0

観光・飲食 30.0 40.0 観光・飲食 30.0 30.0

建設 ▲ 20.0 ▲ 40.0 建設 30.0 40.0

工業 20.0 30.0 工業 20.0 20.0

商業 ▲ 50.0 ▲ 40.0 商業 20.0 10.0

全体 ▲ 11.7 ▲ 8.3 全体 23.3 26.7

(※前回調査　🔺 16.7) (※前回調査　▲15.0) (※前回調査　26.7) (※前回調査　25.0)

【採算ＤＩ】 【資金繰りＤＩ】

採算 資金繰り

サービス ▲ 40.0 ▲ 20.0 サービス 0.0 0.0

運輸・自動車 ▲ 60.0 ▲ 70.0 運輸・自動車 ▲ 10.0 ▲ 20.0

観光・飲食 10.0 30.0 観光・飲食 ▲ 10.0 ▲ 10.0

建設 ▲ 40.0 ▲ 60.0 建設 0.0 ▲ 20.0

工業 20.0 10.0 工業 ▲ 20.0 10.0

商業 ▲ 60.0 ▲ 50.0 商業 ▲ 10.0 ▲ 10.0

全体 ▲ 28.3 ▲ 26.7 全体 ▲ 8.3 ▲ 8.3

(※前回調査　🔺 33.3) (※前回調査　🔺�30.0) (※前回調査　🔺6.7) (※前回調査　🔺8.3)

�33.3) 

今期
2023年７月～９月

先行き
2023年１０月～１２月

今期
2023年７月～９月

先行き
2023年１０月～１２月

先行き
2023年１０月～１２月

今期
2023年７月～９月

今期
2023年７月～９月

先行き
2023年１０月～１２月

先行き
2023年１０月～１２月

今期
2023年７月～９月

先行き
2023年１０月～１２月

今期
2023年７月～９月

(※前回調査　▲3.3)



　現在の経営課題や問題点について伺ったところ「②仕入価格・原材料費の高騰」が73.3％、次いで、「①燃料費・光熱費

の高騰」が70％と最も高い結果となりました。

調査結果

【表１】の業況ＤＩ・売上ＤＩをみると、特に商業・サービス業の落ち込みがみられる結果となりました。自動車業から

は「部品の仕入価格が高騰しているが価格に転嫁できていない」、運輸業からは「燃料高騰に苦しんでいる」との

声がありました。

　仕入価格ＤＩは、全ての業種で価格が上昇傾向であると回答しているが、前回の調査と比較すると５ポイント改

善している。

　従業員ＤＩについては、特に運輸・自動車業から従業員不足と回答している企業が多くみられました。運輸業か

らは「人材不足に苦しんでいる」といった意見もありました。

　採算ＤＩは、運輸・自動車業と商業の落ち込みがみられますが、前回の調査と比較すると5ポイント改善していま

す。今回は、現在の経営課題や問題点について調査を行ないました。

　【表２】によると、「②仕入価格・原材料の高騰」が73.3％と最も多く、次に「①燃料費・光熱費の高騰」が70％で

した。工業からは「原材料・資材・燃料の高騰が経営に響いている」といった意見もありました。 

　景況感について伺ったところ、「インボイス対応による事務の煩雑さや電子帳簿保存法の対応により余分な仕

事と時間をとられている」といった意見や、飲食業からは「売上があってもキャッシュレス化により現金化が遅れ

るため資金繰りが厳しい」「１０月からインボイス制度が始まるが対策がおいつかない」といった先行きを懸念す

る声がありましたが、建設業からは「ガソリンの高騰により元請業者からガソリン代をもらえるようになったため利

益の増加に繋がった」、飲食業からは「原材料・燃料費の高騰により、メニュー改定や価格改定を行い、コンセプ

トの見直しを行った」といった意見もありました。

現在の経営課題や問題点について(複数回答可)２
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㉕競合の激化

㉔設備・店舗・工場等の老朽化

㉓危機管理対策(自然災害・減災対策など)
㉒事業承継・後継者問題

㉑雇用の維持

⑳人材の確保・育成

⑲既存製品・サービスの改善

⑱新商品・新サービスの開発

⑰IT・DXデジタル技術の活用

⑯業務の効率化

⑮販路開拓・取引先拡大

⑭顧客ニーズの変化

⑬取引先からの値下げ要請・取引条件の悪化

⑫取引先からの受注減

⑪顧客の減少・買い控え

⑩コロナ特別貸付(ゼロゼロ融資)の元金返済開始

⑨資金繰り・資金調達

⑧為替変動

⑦コスト上昇分の価格転嫁難

⑥コスト上昇に伴う利益減

⑤仕入等原材料の調達

④人件費の増加

③物流コストの高騰

②仕入価格・原材料費の高騰

①燃料費・光熱費の高騰
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